
第１・２回会議での提案・意見一覧 

 

 

論点１ 交通アクセス改善をどう対外的にアピールするか。 

提案・意見内容 発言者 考えられる関係機関 

(1)成田の遠いというイメージを払拭するために、知事を

広告塔として、マスメディアを戦略的に活用した全国

的なＰＲを実施すべき。鉄道だけでなくバスアクセス

も含めたＰＲ。 

成田市 

 

県・市町・空港

会社・交通事業

者 

(2)地方発成田乗継ぎの成田 22 万回記念の海外ツアーや

国体の開催日に合わせた地方発ふるさと応援ツアー等

の特別ツアーを企画し、成田の国内線をＰＲすべき。

国内フィーダー便のＰＲとフィーダー便の空席を純粋

国内線として利用してもらうためのＰＲの実施。 

ＪＡＬ 

ＩＢＥＸ 

県・市町・空港

会社・交通事業

者・観光事業者

 
 

論点２ 更なる交通アクセス向上等により、県内外の利用者の利便

性の向上・交流促進を図ることはできないか。 

提案・意見内容 発言者 考えられる関係機関 

(3)東京駅と成田空港を３０分台で結ぶ鉄道アクセスの

実現や、横浜駅・羽田＝成田間を結ぶ超高速鉄道の整

備を検討すべき。アクセス時間の改善。 

ＮＡＡ 

ＪＡＬ 

京成電鉄 

ＪＡＴＡ 

国・県・鉄道会

社 

(4)国内フィーダー路線を充実して、地方からの乗継ぎ需

要に対応すべき。フィーダー線の受け入れ強化のため

に、国内線枠の早期拡大、小型機用施設の整備と空港

使用料等の助成を実施すべき。 

ＮＡＡ 

ＪＡＬ 

ＩＢＥＸ 

経済界 

国・県・空港会

社・航空会社 

(5)バリアフリーを更に推し進め、旅客が安心・安全して

利用できる環境をつくるとともに、環境にやさしいエ

コ・エアポートの実現も一層促進。 

ＮＡＡ 空港会社 

(6)第１ターミナルと第２ターミナルを連絡シャトルで

結ぶなど、ターミナル間の乗継ぎの改善を実施すべき。

ＪＡＬ 空港会社 

資 料 ６



提案・意見内容 発言者 考えられる関係機関 

(7)ＣＩＱの人員面・施設面の抜本的改善を行い、ＣＩＱ

の通過時間を短縮すべき。 

ＪＡＬ 

ＡＮＡ 

国・空港会社 

(8)空港内外において、旅客が手荷物の煩わしさを感じず

にスムーズに移動できる環境面にも配慮すべきであ

る。 

ＡＮＡ 

経済界 

リムジン 

空港会社・交

通事業者 

(9)駐車場料金の低減や空港までの高速料金の低減等、車

を使用したアクセス利便性の向上についても検討すべ

き。 

ＡＮＡ 

ＪＡＴＡ 

国・空港会社・

道路会社 

(10)警備方法の見直しなど旅客が訪れやすい環境をつく

るべき。 

京成電鉄 

多古町 

県・空港会社 

(11)ＩＣカード（スイカ・パスモ）1枚で空港出入りの交

通機関（レール・バス・タクシー）の決済ができるよ

うにすべき。 

京成バス 交通事業者 

(12)総合カウンター（交通案内、観光地プラン案内、宿

泊施設案内等）を設置し、トランジット対象のショー

トトリップの紹介や旅客の予算・趣向に応じた観光・

宿泊施設の案内を実施すべき。 

京成バス 空港会社・交通

事業者・観光事

業者 

(13)ＪＲ・京成・東関道を西側の玄関、順次開通する圏

央道を東側の玄関にするイメージで、圏央道上の「Ｉ

Ｃ」「ＳＡ」「ＰＡ」に、「パーク＆空港高速バスライド」

が可能となる高速道路上のバス停を整備すべき。 

 

京成バス 

多古町 

国・県・市町・

バス会社・道路

会社 

(14)成田新高速の起点となる日暮里駅への京浜東北線快

速の停車を検討すべき。 

 

経済界 鉄道会社 

(15)夜間到着便に配慮したバス運行時間の柔軟な対応。 

 

ＪＡＴＡ バス会社 

(16)シニアに優しい空港づくり。空港設備の改善。 

 

ＪＡＴＡ 空港会社 

(17)成田空港ＣＳアップの取り組み。ホスピタリティ・

おもてなしの気持ちを前面に、お客様の満足度向上＝

再利用促進に向けた関係者全員の意識改革運動。 

ＪＡＴＡ 空港会社 



提案・意見内容 発言者 考えられる関係機関 

(18)楽しめる成田空港づくり。近隣市民、県内住民も気

軽に「遊び」に来てもらえる情報発信基地化。（日本人

旅行者に対しては、各国政府観光局との交流イベン

ト・各県観光情報、地域ＰＲなど。訪日外国人に対し

ては、日本の伝統工芸品、アニメなどの日本のソフト

パワーの発信など。） 

 

ＪＡＴＡ 

成田市 

空港会社 

(19)成田リピーターを優遇する関係者一体となった仕組

みづくり。 

成田市 県・市町・空港

会社・交通事業

者 

(20)自動車アクセス網の整備 

 

成田市 国・県・市町 

(21)成田国際空港都市づくり９市町プランの重点プロジ

ェクト等への対応 

成田市 県・市町 

 
 

論点３ 経済の活性化のため、戦略拠点である成田空港をどう活用

していくか。また、その場合、整備が望まれる産業基盤はど

のようなものか。 

提案・意見内容 発言者 考えられる関係機関 

(22) 空港周辺地域の将来ビジョンを実現化するための

支援。市街化調整区域において弾力的な土地活用が図

れるようにして、空港に近接した場所に、空港利用者

が食事・観光・買物等ができるスポットの整備を検討

すべき。 

 

成田市 県・市町 

(23)企業立地促進のための優遇措置とその誘致戦略 

 

成田市 県・市町 

 
 



論点４ 県内観光活性化はどのようなことが考えられるか。 

提案・意見内容 発言者 考えられる関係機関 

(24)成田羽田の一体的活用の観点から、成田の旅客だけ

でなく、羽田の国内旅客も対象として、アクアライン

を活用した県内観光の活性化も検討すべき。 

 

ＪＡＬ 県・観光事業者

(25)空港周辺にカジノ特区を実現すべき。 

 

経済界 国 

(26)海外から千葉に人を呼び込むために、観光の商談会

に積極的に参加し、千葉の観光地を売り込むべき。 

 

経済界 県・観光事業者

(27)地域にヒトを呼び込み活性化を図る地域活性化。単

なる乗り継ぎ他、発着地ではない、「もう１泊したくな

る」「立ち寄りしたくなる」観光素材の開発。 

 

ＪＡＴＡ 県・市町・観光

事業者 

(28)若年層をターゲットにした県内外の修学旅行の誘

引。例えば、県民の旅券取得費用の軽減化（未成年へ

の補助策）。 

 

ＪＡＴＡ 県・市町・観光

事業者 

(29)「観光圏整備法」の適用への取り組み 成田市 

 

県・市町 

(30)県内観光パンフレットを作成し、飛行機の全座席に

備え付け、英語や韓国語・中国語・日本語でのＰＲ。 

 

芝山町 県・市町・航空

会社 

(31)国際会議の誘致促進 

 

ＪＡＴＡ 県・市町 

 

 



論点５ 東アジアの国際空港間競争に負けない国際空港となるため

に、成田がすべきことはなにか。 

提案・意見内容 発言者 考えられる関係機関 

(32)国際ネットワークを拡充すべく、国際的な商談会に

参加し、積極的にエアポートセールスを積極的に展開。

 

ＮＡＡ 空港会社 

(33)利便性の高いダイヤ設定を可能とするため、需要の

高い時間帯の発着枠を、２本の滑走路を効率的に活用

するなどの方策により、増枠するべき。 

 

 ＪＡＬ、 

ＡＮＡ 

ＩＢＥＸ 

国・県・市町・

空港会社 

(34)成田空港の発着枠の更なる増加（３０万回）をでき

るところからできるだけ早期に実現すべき。 

 

ＪＡＬ 

京成電鉄 

国・県・市町・

空港会社 

(35)成田空港の運用時間の拡大を検討すべき。 ＪＡＬ 

芝山町 

国・県・市町・

空港会社 

(36)成田・羽田空港の容量増、経路短縮、遅延防止に効

果の大きい、横田空域の全面返還等の首都圏上空の制

限緩和を実施すべき。 

 

ＪＡＬ 国 

(37)国際競争力の強化や運賃の値下げによる需要喚起や

ＬＣＣの誘致にも繋がる、空港使用料・航空機燃料税

等のコスト低減策を実施すべき。 

 

ＪＡＬ 国・県・空港会

社 

 


